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12月2日の本会議で10名の議員が代表質問を行いました！
代表質問
とは？

▶主な代表質問を2・3面で紹介します！
本会議において、議員が各会派を代表して、市長等に対し、市政のあらゆる
事業や取組等について、現在の状況や将来に向けての方針等の確認、政策
提案などを行うものです。

そのほかの議案や審議結果、意見書、決議の全文などは市会ホームページへ！
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令和　年度6
補正予算等を可決！補正予算等 可

職員給与改定

人事委員会勧告を尊重しつつも、個
別の状況に応じて給与改定のタイミ
ングが適切かどうかを判断すべき。
物価上昇や民間の賃上げが今後も
見込まれるなかで、職員給与の更な
る増額を見据えて財源を十分に確保
する必要がある。

人事委員会勧告等を踏ま
え、職員の給料及び地域
手当、期末勤勉手当等と
それらの影響を受ける共
済費を増額する。

税務システム等の
標準化に係る検討業務
国からの補助金を活用し、
専門的知見を有する事業
者から、税の標準準拠シス
テム※２への移行に向けた
業務分析等の支援を受ける
経費を計上するとともに、債
務負担行為を設定する。

全員制中学校給食の
実施に係る給食センター
整備運営事業
民間資金等の活用によ
る公共施設等の整備等
の促進に関する法律
（PFI法）に基づき、給食
センター整備運営事業
を進めるに当たり、債務
負担行為を設定する。

補正予算等
補
正
予
算
内
容

● 人事委員会勧告等を踏まえた職員給与改定（70億6,400万円）
● 税務システム等の標準化に係る検討業務（3,500万円及び債務負担行為※1）
● 全員制中学校給食の実施に係る給食センター整備運営事業（債務負担行為※1）
● 京都市くらし応援給付金（住民税非課税世帯への給付、こども加算）（84億1,900万円）
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市会から国への要望等
・ 「103万円の壁」を早急に解消することを求める意見書
・ 住宅宿泊事業法の改正を求める意見書
・ 慢性閉塞性肺疾患（COPD）対策の強化を求める意見書
・能登半島地震の復興支援及び京都と北陸を結ぶ
特急 「サンダーバード」の拡充を求める意見書

・ 自動運転移動サービス等の社会実装に向けた
環境整備を求める意見書

市会としての意思の表明

・第一種低層住居専用地域における
  届出要件や運用の厳格化を求める決議
・京都市立学校の給食費の無償化を
求める決議

・行政委員の報酬の在り方に関する検証
  及び措置を求める決議

※1 債務負担行為…1つの事業が単年度で終了せず、後の年度においても支出をしなければならない
　　                    場合などに、あらかじめ将来の債務を負担することを予算で決めておくこと。
※1 債務負担行為…1つの事業が単年度で終了せず、後の年度においても支出をしなければならない
　　                    場合などに、あらかじめ将来の債務を負担することを予算で決めておくこと。

※2  標準準拠システム…国が定める標準仕様に適合した情報システム。※2  標準準拠システム…国が定める標準仕様に適合した情報システム。

意見書
決 議

議論の一部

議論の一部
税務システムの標準化について本市及び
他の政令指定都市の進み具合を伺う。
本市独自の減税施策について標準化シ
ステムへの統合や業務分析の実施の見
通しは。

議論の一部
献立及び調理工程の分散に
ついての検討状況を伺う。
これまでの小学校給食の実
績を引き継いで、手作りを
基本とした安全で温かくて
おいしい給食を展開する必
要がある。


